２年社会科　年間指導計画・評価計画

指導のねらい

	・地理的事象の関心を高め、広い視野に立って我が国の国土の地域的特色を理解させ地理的な見方や考え方の

基礎を培う。
・地理的諸事象を位置や空間的な広がりとの関わりでとらえ、それを規模に応じて環境条件や人間の営みなどと関連づけて考察し、地域的な特色をとらえるための視点や方法を身に付けさせる。

・大小様々な地域から成立する日本や世界の諸地域を比較し、相互の関係や地域的特殊性・一般的共通性を触れながら、時代ごとの変遷について理解させる。

・調査など具体的な活動を通して、関心を高め、様々な資料を適切に選択・活用して、地理的・歴史的事象を多面的多角的に考察し公正に判断し、適切に表現する態度を育てる。


	月
	題材・学習内容
	時数
	学習活動
	評価規準
	評価方法

	４

５

６

７
	【歴史】４章 近世の日本
ア　ヨーロッパ人来航の背景
　　　織田・豊臣による統一事業
イ　鎖国下の対外関係

　　　江戸幕府の政治の特色

【地理】３部 日本の様々な地域

ア 身近な地域の調査
　イ　世界と比べた
日本の地域的特色

　　・日本の自然環境
　　・日本の人口
　　・日本の資源、エネルギーと産業

　　・日本の地域間の結びつき
　ウ　日本の諸地域

　　・九州地方
　　・中国、四国地方
　　・中部地方
　　　　
	５４
４
４
４
６
５
２
５
２
５
４
５
	新航路の開拓された背景を、アジアの交易の状況やムスリム商人の果たした役割をもとに考える。
織豊および江戸幕府の統一事業を通して安定した新社会が生まれ，長く続いたという大きな時代の流れを理解する。

対外関係が活発な時期から，外国との交渉が限定された時期へと移っていったことを理解する。

安定した社会が次第に変化し，行き詰まっていく原因について，社会のしくみや経済の変化などから考える。
地域調査において，調査の手法やその結果を多面的・多角的に考察し，表現させる。
人口・農業・工業についての地域による違いを理解する。

人や物の動きを地図や資料を見て、周辺国との関係を把握する。

環境問題についての協力関係や、文化を通しての共通性を調べる。

自然環境を中核とした考察を行う

他地域との結びつきを中核とした考察を行う

産業を中核とした考察を行う。


	イスラム社会が世界に与えた影響について理解できている。

（思考判断表現）（知識技能）

ルネサンスの三大発明がもたらした影響について理解できている。

（思考判断表現）（知識技能）

政治・経済・文化などの面で活躍した近世の人物に対する関心を高め，その生涯や業績を調べている。
（学習態度）
近世社会の成立とその後の社会の変化や政治の展開に関する図版，史料，年表，歴史地図などのさまざまな資料を活用し，説明したりしている。
　　　　　　　（思考判断表現）（知識技能）

近世社会の成立とその後の社会の変化や政治の展開を理解し，その知識を身につけている。　　　　　　（知識技能）

土地利用図や分布図、統計資料を

もとに農業や産業の地理的な背景

について考えることができる。

（思考判断表現）（知識技能）

写真や分布地図の中で地域による違いを読み取ることができる。

（思考判断表現）（知識技能）

周辺国との協力関係がなぜ必要になったかなどを、資料から考察できる。

（思考判断表現）（知識技能）
地方別に概観させ、自然環境の特色を理解する。　　　　　　　　　（知識技能）
産業別に概観させ、特色や変化の様子を理解する。　　　　　　（知識技能）
	単元テスト
ワークシート
レポート

単元テスト
ワークシート
定期考査
単元テスト
ワークシート



年間指導計画・評価基準・方法
	月
	題材・学習内容
	時数
	学習活動
	評価規準
	評価方法

	９

10

11

12
１

２

３
	【歴史】４章　近世の日本
ウ　産業や交通の発達
各地方の生活文化
　エ　幕府の政治改革

【地理】３部 日本の様々な諸地域

　ウ　日本の諸地域

・東北地方
・北海道地方
・近畿地方
・関東地方
　エ　身近な地域の調査
　　

【歴史】５章 近代の日本と世界

ア　市民革命

産業革命

アジア諸国の動き

イ　開国とその影響

明治維新

ウ　大日本帝国憲法の制定

条約改正

日清・日露戦争

エ　我が国の産業革命

　　　近代文化


	２
５
５
５
５
６
６
２
２
１
５
７
３
３
３

	産業や交通の発達や，町人文化や地方の生活文化が形成されていった様子を，今日に残る文化財や史料などから把握し，文化財を尊重する態度を身につける。

社会の変動や欧米諸国の接近，幕府の政治改革，新しい学問・思想の動きなどを基に，幕府の政治が次第に行き詰まりをみせたことを理解させる。
生活・文化を中核とした考察を行う。

歴史的背景を中核とした考察を行う。

環境や環境保全を中核とした考察を行う

人口や都市・村落を中核とした考察を行う。

生活している土地に対する理解と関心を深め、地域の調査を行う際の視点や方法、地理的なまとめ方の基礎を身につける。

近代国家が形成されていく過程を，欧米諸国の動きとの関わりの中で理解する。
明治維新のあらましを諸改革の内容を通して理解し，短期間に近代国家の基礎を整えていった政府や人々の努力や生活の変化を、多面的・多角的にとらえる。
急速に近代化を進めた日本の国際的な地位の向上と大陸との関係のあらましを民権運動，憲法の制定，日清・日露戦争，条約改正を通して理解する。

日本の近代産業が産業革命を経て発展したことを理解し，この時期に近代文化が形成され文化の大衆化が進んだことに着目する。


	近代日本が形成されていく過程に関心を高め，欧米諸国とのかかわりに留意しながら，意欲的に追究している。　　　　　　　　
（学習態度）
社会の変動や欧米諸国の接近，幕府の政治改革，新しい学問・思想の動きなどを基に，幕府の政治が次第に行き詰まりをみせたことを理解している。　
（思考判断表現）（知識技能）
土地利用図や分布図、統計資料を

もとに農業や産業の地理的な背景

について考えることができる。

（思考判断表現）（知識技能）

写真や分布地図の中で地域による違いを読み取ることができる。

（思考判断表現）（知識技能）

他の要素との相互関係によって、都市や産業が成り立っていることを理解する。　　　　　（思考判断表現）（知識技能）
急速に近代化を進めた日本の国際的な地位の向上と大陸との関係のあらましを理解し，その知識を身につけている。　　　　　　　　　　　　　（知識技能）
近代日本が成立していく過程を，図版，史料，年表，歴史地図などのさまざまな資料を活用し，追究した結果をまとめたり，説明したりしている。　　　
（思考判断表現）（知識技能）

自由民権運動，大日本帝国憲法の

制定，日清・日露戦争，条約改正な

どを基に，立憲制の国家が成立して

議会政治が始まるとともに，我が国

の国際的な地位が向上したことを理

解している。　　　　　　　　（知識技能）
我が国の産業革命、この時期の国民生活の変化、学問・教育・化学・芸術の発展などを基に，我が国で近

代産業が発展し，近代文化が形成さ

れたことを理解している。　（知識技能）

	単元テスト
ワークシート
定期間考査
単元テスト
ワークシート
定期考査
レポート

　　　　　
単元テスト
ワークシート
定期考査



